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0飛び入りの砧ばやしの演奏に会場が沸き上がった。

′＼ 0「私たちより上手．′」仕上がりを見守る山本さんと松崎さん。

ｅ歓迎に笑顔で応える
オランダ人一行22人。

佐藤幸乃先生から0
陶器のお皿づくり
の手ほどきを受け
るオランダの人た
ち。

0コスモスに囲まれた十字架の塔で、しめやかに
献花式が行われた。

戦時中、旧日本軍の捕虜となり、炭鉱などで亡く

なったオランダ人兵士を慰霊する献花式が、10月20

日十字架の塔でありました。

この献花式は「水巻町十字架の塔平和と文化を育

む会」が主催して毎年行われているもので∴今年で

5匹＝∃。式にはオランダの人や会のメンバーなどの

ほか、水巻中学載 南中学校の生徒や頃末小学校の

児童たちも参列して行われました。

二年前、オランダの子供

たちがらチューリップの球

根を送られたことがきっか

けで、平和活動と塔周辺の

清掃活動が始まりました。

巷列した亨供たちからは

これまでの活動の穫過報告

や球根をいただいたお礼な

どが述べられ、千羽鶴や言己

念品が手渡されました。

平和をめざした小さな国

際交流がここでも芽を吹き

始めていました。

十字架の塔周辺を清掃する0
水巻中の生徒たち。
（10／18）

ｅことばは通じなくても心が通じます。
笑顔で応持する少年教室の児童たち。



仰ＦＤＦ

料へ第一歩平和とふれあいの集い

0固い握手を交す伊藤町長とウインクラーさん。

古賀の十字架の増に毎年訪れているオラン

ダの人たちを招き、10月20日中央公民館で交

流会が開かれました。

この催しは、国際交流に向けて町での初め

ての試みです。この日訪れた一行22人は、午

前中、少年教室の陶器づくりを見学。子供た

ちの中に入り、いっしょに粘土をこねたり、

お皿を作ったりしました。陶器づくりの後は

サンドイッチとジュースで子供たちとなごや

かに昼食会を楽しみました。午後は十字架の

塔での献花式の後、中央公民館で「平和とふ

れあいの集い」が行われました。

町長の歓迎のあいさつや、オランダを代表

してドルフ・ウインクラーさんがらのあいさ

つの後、記念品の交換が行われました。アト

ラクションでは舞踊や大正琴、砧ばやしなど

が披露され、終日交流を深めました。

0歓迎のお礼を述べる
ウインクラーさん。



県道は町の
メインストリート

一住民が歩道の草刈り一

10月13日、梅ノ木から樋口まで
の県道の草刈りが、付近の住民や

役場職員など約㌘0人の参加で行
われました。

草刈り機や鎌、スコップなどを

手にした人たちは、午前9時前か
ら歩道の植え込みに入り、茂った
カヤやセイタカアワダチソウなど

を刈り取ります。
10時を過ぎたころには作業もす

っかり終わり、きれいになった歩

道からは小さなツツジが顔をのぞ
かせていました。

県道は町のメインストリート、

県で刈るにしろ町で刈るにしろ革
がはびこらないうちに刈るのが一

番。いつも安全にすがすがしく通

りたいものです。

10月9日、猪熊の秋祭りの前夜

祭が鷹見神社で行われました。い
つもは静かな神社下、今日は暗く

なっても大勢の人出でにぎわって

います。
神社下の広場にはバザーのテン

トが並び、うどんや焼きそばなど
が振る舞われました。7時を過ぎ

るころ、今宵のメインであるお神

楽がおごそかに始まりました。
この神楽は「筑前神楽」といっ

て、旧筑前の国に古くから伝わる

伝統的な神楽で、面をつけないで
舞う里神楽と、面をかぶって神話

を舞う面神楽からなっています。

神社のなかはお年寄りから子供
まで約100人の見物客が詰めかけ

秋の夜長を楽しみました。

秋の夜長は
お神楽で

一猪熊の秋まつり－

ふるさとの民話から
歴史を学ぼう

－ふるさと民話遠賀－

「むかし、むかし、堀川にいた

ずら好きのカッパが住んでいまし

た………」と、子供たちに語るの

は、中間市郷土資料館の佐々木武
彦さん。

10月12日、佐々木さんを招き中
央公民館で開かれた「ふるさと民

話遠賀」には、町内から約40人の
お母さんたちや子供たちが集まり

ました。

遠賀川河口付近に伝わる民話を

交えながら、遠賀郡内や中間市の
歴史をわかりやすくひもといてい
きます。「カッパの詫び証文」で

は堀川流域のことが、また「おば
あさん天に昇る」からは、葦の茂

った遠賀平野の様子などがよくわ

かりました。

おおっば　か　の　こ　　　　　　●　　いちばん　が　せ　娠う

大坪佳刀子ちゃん：一番ケ瀬亮くん
2年10月26日生まれ；2年日月5日生まれ

（李歪）さんの長女 （黄葉⊇さんの長男

泣
い
た
り
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笑
っ
た
り
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怒
っ
た
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、

い
た
ず
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佳
乃
子
は
、
人
見
知
り
も
な
く
、
元
気

に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
パ
パ
、
マ
マ
よ
り
も
お
じ
い

ち
ゃ
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
み
ち
よ
お
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ゃ
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大
好
き
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で
す
。
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上手に書けたかな
10月13日、中央公民館で「青少年競書大会」が開かれま

した。この大会も今年で30回を迎え、今回も町内の小・中

学生220人が参加。学年ごとに分かれて、「かき」や「赤
とんぼ」、「いねかり」といった秋にちなんだ課題に真剣

な表情で筆をとり、墨で書かれた文字の美しきを競いまし
た。

入選作品は、14日から中央公民館のロビーに展示され入

館者の目を楽しませてくれました。
入選者（町長賞）は次のとおりです。

【小学生】●1年さいとうたかお　●2年わきがわたつひ

と　●3年くろだはなこ　●4年林亜希子　●5年福田ゆ
かり　●6年船間美沙

【中学生】●1年黒田育代　●2年・3年手代木洋子

今日の料理のお味はいかが
公民館講座「クッキング教室」が、10月17日から毎週木

曜日、12回のコースで始まりました。参加者は、花嫁・花

婿修業の若者から料理はベテランの主婦まで男女合わせて

約30人。毎回メニューも和・洋風、中華と変わり、受講生
は真剣そのもの。

「今年の3月に岡垣町からこの町に来たので、お友だち

をつくろうと思って参加しました。男性と一緒に料理を作
れるのがとっても楽しいですね」と、若い人にいろいろと

教えていた小野スミ子さん（立屋敷）。「今までは、食べ
るばかりでみそ汁さえ作れなかったけど、これからは少し

でも楽しく料理ができるようになりたいですね」と、意欲

満々の中田照光さん（みずほ団地）。
さあ、今日の料理のお味はいかが？

5

研修生書石けん作り
ユニークな生活排水の処理方法を視察に10月29日、海外

研修団の一行が水巻町を訪れました。

この研修団は、国際協力事業団が招いたもので、チリ、

エクアドル、インドネシア、タイなど7か国の研究生と事

業団の関係者ら10人です。

今年、研修団が水巻町に訪れたのは、3月に引き続き2

回目。今回は処理施設の見学のはかに、中央公民館の調理

実習室で廃油を使ってプリン石けんを作りました。生活排

水対策を勉強する研修生には、石けん作りの実習が気に入

ったのか、質問や笑いが飛び交い予定時間をオーバーして

しまいました。汚れた水を浄化するのも大事なことですが、

その前に水を汚さない工夫を考えてみたいものです。

祭りの主役は子供す寺う
「ほっけよ－い、のこった、甲こった」の掛け声と歓声

が境内に響きわたります。

頃末の伊豆神社で恒例の秋祭りが10月12日に行われまし

た。祭りの中でも呼びものは、何といっても子供相撲。
約百人の子供たちが東西に分かれ、二人抜き戦や三人抜

き戦で力を羞いました。この日は、小雨のばらつくあいに

くの天気でしたが、土俵の上ではチビッコカ士たちの熱戦

が展開されていました。今年は、女子の腕相撲も行われて、
土俵のまわりに集まった約400人の観客の声援が飛びかっ
ていました。

境内では、地元育成会や地区の役員の人たちが出した、

うどんや綿菓子などのバザーは大盛況。夜遅くまで秋祭り

を楽しむ人たちでにぎわっていました。



健康づくりシリーズ⑯

こ
こ
が
違
い
ま
す

惑
碧
（
匿
と
画
ｌ
忘
担

1
0
月
的
日
に
開
か
れ
た
第
4
国
健
康

ま
つ
り
で
、
映
画
「
痴
呆
性
老
人
の
世

界
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月

ち
ほ
ｌ
つ

は
、
「
痴
呆
（
ボ
ケ
）
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
よ
う
。

㊥

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
長
年

連
れ
添
っ
た
妻
や
夫
の
敦
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、
自
分
の
名
前
さ
え
も
分

か
ら
な
く
な
る
と
い
っ
た
極
端
な
も
の

忘
れ
を
起
こ
し
、
日
常
生
活
が
困
難
と

な
り
ま
す
。

こ
の
点
が
年
相
応
の
「
も
の
忘
れ
」

と
「
痴
呆
老
人
」
と
大
き
く
異
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

「
あ
れ
、
眼
鏡
を
ど
こ
に
置
い
た
か

な
」
、
「
頼
ま
れ
た
物
を
賢
い
忘
れ
て

し
ま
っ
た
」
　
－
　
こ
ん
な
経
験
は
だ
れ

に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
年

を
と
っ
て
こ
う
し
た
「
も
の
忘
れ
」
が

度
重
な
る
と
、
「
ボ
ケ
た
の
か
な
ぁ
」

と
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
今
言
わ
れ
て
い
る

ち

は

う

「
痴
呆
」
と
は
違
い
ま
す
。
こ
の
程
度

の
「
も
の
忘
れ
」
は
、
生
理
的
な
老
化

に
よ
る
忘
れ
っ
ほ
い
状
態
で
あ
り
痴
呆

と
は
違
い
ま
す
。
健
康
な
老
い
に
伴
っ

て
み
ら
れ
る
「
も
の
忘
れ
」
で
は
、
忘

れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
本
人
は

十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
痴
呆
（
ボ
ケ
）
老
人
は

人
柄
の
変
化
、
問
題
行
動
や
様
々
な
精

神
症
状
を
伴
っ
て
き
ま
す
。
痴
呆
が
進

む
と
「
も
の
忘
れ
」
は
ま
す
ま
す
ひ
ど

／訂ニ：ニ＼
あ、うち∫き．よこう

て4．すよ〝

①
記
憶
簿
喜
〔
ひ
ど
い
「
も
の
忘
れ
」
〕

物
覚
え
が
非
常
に
悪
く
な
り
、
い

ま
話
し
た
り
、
聞
い
た
ば
か
り
の
こ

と
を
覚
え
て
い
な
い
。
大
切
な
財
布

や
印
鑑
な
ど
の
置
き
場
所
を
た
び
た

び
忘
れ
て
大
騒
ぎ
を
し
ま
す
。

⑧
見
当
識
障
害
〔
場
所
・
時
・
人
が
分

だ

か
ら
な
く
な
る
〕

自
分
の
家
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り

時
間
・
季
節
な
ど
の
見
当
が
つ
か
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
人
や

家
族
が
だ
れ
な
の
か
が
識
別
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

⑧
被
害
妄
想

自
分
の
持
ち
物
が
見
当
た
ら
な
い

と
、
盗
ま
れ
た
と
思
っ
て
人
を
問
い

つ
め
た
り
、
近
所
に
文
句
を
言
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
ら
れ
る
、

殺
さ
れ
る
な
ど
と
被
害
的
な
妄
想
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
は
い
か
い
〔
む
や
み
に
歩
き
回
る
〕

時
、
所
を
か
ま
わ
ず
に
歩
き
回
り

迷
子
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

⑥
失
禁
〔
お
も
ら
し
〕

ト
イ
レ
に
行
く
た
び
に
下
着
を
ぬ

ら
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
進

行
す
る
と
、
昼
間
か
ら
大
・
小
便
を

た
れ
流
し
、
お
む
つ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

㊥

◆
し
か
し
、
簡
単
に
「
も
の
忘
れ
」
と

痴
呆
（
ボ
ケ
）
を
区
別
す
る
こ
と
は

危
険
で
す
。
専
門
の
病
院
で
診
断
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

児
葦
手
当
の
改
正
に
よ
り
、
第
一
子
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
請
求
の
手
続
き
は
、
¶
用
1
日
か
ら
役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係

の
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
対
象
と
な
る
子
供

平
成
3
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
第
一
子

●
受
給
で
き
る
人

子
供
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
収
入
が
一
定
の
額
未
満
の
場
合
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
児
童
手
当
の
額

◇
第
一
子
　
　
　
五
千
円

◇
第
二
子
　
　
　
五
千
円

◇
第
三
子
以
降
一
万
円

手
当
は
毎
年
2
月
・
6
月
・
1
0
月
に

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
支
給
期
間

3
歳
未
満
（
た
だ
し
、
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

▽
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
国
民
年

金
証
書
▽
所
得
証
明
書
▽
養
育
者
の

町
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
▽
印
鑑

役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係

ｒ



10月6日、第一回シルバースポーツの

祭典が秋晴れの下、盛大に行われました。

3つの競技に分かれ、和やがな雰囲気の

中でそれぞれの技を競いました。

グランドゴルフ　　　　　　ゲートボール

（男子の部）　　　　　　　①猪　　熊チーム

①高　木　政　義（猪熊）　②下　　二チーム

②加　藤　　　久（頃末）　③吉田三Ａチーム

（訂佐　藤　利　次（猪熊）

（女子の部）

①満　田　アイ子（猪熊）

②黒　瀬　喜代子（下二）

③黒　瀬　ユ　リ（頃末）

各
競
技
で
熱
戦
を
展
開

ターゲットバードゴルフ

①松　尾　徳之祐（古賀）

②松　尾　タ　ミ（古賀）

③的　場　康　秀（下二）

社会人ソフトボール大会が10月20日、総合運動公園な

ど3会場で行われました。各公民館から19チーム、約380

人が参加。試合は4パートに分かれ、熱戦が繰り広げら

れました。

ｉ一男■
ｔ■■部ｎ‾‾・．・．・．・．・．．‾‾－ Ｂ ハ ー ト Ｃ ハ ー ト Ｄ 八 十

優　 勝 高 尾 団 地 吉　 田　 二 二　 団　 地 猪　　　 熊

Ｌ準 優 勝 下 梅 ノ木故地東 伊　 左　 座 お か の 台

お母さん」がんｌかて－！
′婦人バレーボール大会

10月13邑∴町民体育
館で開かれた婦人バレ
ーボール大会には各地
区から10チームが参加。

白熱した試合が多か
ったなかで、決勝戦へ
勝ち進んだのは去年に
続き猪熊ママと頃末ク
ラブ。接戦の末、猪熊
ママが優勝しました。

車優　勝　猪熊ママ
ｊ■準優勝　頃末クラブ
13　位　上ニクラブ

ｑｌ菓ぶロｎ回田…⑧

◇会社や役所などに勤めている子供さんがいて、あなた

の1年間の総収入が下の表の場合は、原則として子供

さんの被扶養者になれます。

※薫遥遠琵堵宗遍恕控匡碁盤※

こ3※　　　　　　　　　　 ハ。，Ｋ、きっ、

1 10万 円 未 満

‰ ふ 前 払 議 定 這 遥

160万 円 未 満
、′、コ竃　＿8‾　誉

経 薄 暮 率 毒 草 素 養 遠

◇被扶養者になると・・・

①国保税を納めなくてすみます。（そのことで子供さ

んの保険料は、高くなりません。）

⑧入院のときの医療費は、2割負担となります。

今回は、健康保険について

知って得する情報を紹介します

◆任意継続被保険者　≪手続きは退職後20日以内に≫

会社などの保険に2か月（共済組合は1年）以上加

入していた人が退職した場合、申し出により2年以内

に限って今までの保険に残れます。

◆継結療養　≪手続きはすみやかに≫

会社の健康保険に1年以上継続して加入していた人

が退職したとき、在職中から保険で治療していた病気

やけがは、初診の日から5年間その保険で治療ができ

ます。

℡詳しくは勤務先の事幾所、社会保険事務所まで車

国保年金係では、11月を「国保の適用適正月間」とし

て手紙や電話による調査を行いますので、協力をお願

いします。



起
訴
の
正
当
性
を

刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は

検
察
官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ

け
、
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

原
則
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
起
訴
す
る

の
が
相
当
と
思
わ
れ
る
事
件
を
検
察
官

が
起
訴
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
犯
人
を

処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不

合
理
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
の
制
度
は
、
検
察
官
の

仕
事
に
国
民
の
常
識
的
な
意
見
を
反
映

さ
せ
、
事
件
の
不
起
訴
が
正
当
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
広
く
選
挙
権
の
あ

る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検

察
審
査
員
で
行
い
ま
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申
し
立
て

が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す

ま
た
、
申
し
立
て
が
な
く
て
も
不
起
訴

事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
会
議
を
開
い
て

事
件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
証
人
を
呼
ん
だ
り
、
実
地
見
分
を

し
た
り
し
て
慎
重
に
審
査
し
ま
す
。

検
察
官
に
事
件
の
再
検
討
を
決
議

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
捜

査
が
不
十
分
で
あ
る
と
か
、
起
訴
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
決
議
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
検
察
官
は
こ
の
決
議
を
参
考
に

し
て
事
件
を
再
検
討
し
、
捜
査
を
や
り

直
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

起
訴
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
た
と
き
は
、
起
訴
の
手
続
き
が

取
ら
れ
ま
す
。

ネ
エ

役
場
に
行
が
ず
に

住
民
票
が
取
れ
な

い
か
し
ら
…
…

忙
が
し
く
て
と
て

も
行
け
な
い
わ
。

ア
ラ
〃
‥

お
届
け
交
付
の

制
度
が

あ
る
じ
ゃ

な
い
の
〃
‖

い
つ
届
く
の

が
し
ら
ネ

平
日
は
そ
の
日

の
午
後
2
時
ま
で

に
申
し
込
む
と

そ
の
日
の

5
時
ま
で
に
…

土
よ
う
日
は
朝
の

1
0
時
ま
で
に

申
し
込
む
と

1
2
時
3
0
分
ま
で
に

届
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
つ
。

町
内
に
7
か
所
の

お
届
け
交
付
の
で
き
る

お
店
が
あ
る
か
ら

近
く
の
お
店
に
行
っ
て

申
し
込
め
ば
い
い
っ
。

住
所
や
使
用
、

目
的
を
ハ
ッ

キ
リ
と
書
い

て
ネ

お
届
け
交
付
っ
て

ど
う
い
う

制
度
な
の
…
…

仕
事
の
都
合
な
ど

で
役
場
に
行
く

時
間
が
な
い
人
の

た
め
に
、

住
民
票
や
戸
籍
謄
本

な
ど
が

近
く
の
お
店
で

取
れ
る
の
よ

ヘ
エ
ー

そ
ん
な
制
度
が

あ
る
こ
と

知
ら
な
か
っ
た
。

共
働
き
世
帯

に
は
便
利
ネ

で
も
ど
う
い
う

手
続
を

す
れ
ば
？

〔
お
届
交
付
の
で
き
る
店
〕

●
原
口
商
店
…
二
団
地
入
口

●
千
々
和
商
店
…
下
二
町
住
バ
ス
停
前

●
白
石
商
店
…
吉
田
団
地
前

●
小
田
商
店
…
鯉
口
バ
ス
停
横

●
緒
方
た
ば
こ
店
…
新
生
街
入
口

●
山
本
商
店
…
樋
口
商
店
街
入
口

●
岡
部
商
店
…
猪
熊
バ
ス
停
前

※
直
接
請
求
者
か
ら
の
電
話
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

仁



杉本　昭さん信田－）

防犯活動の功労者

杉本さんに表彰状

■長年の献身的で地道な活

動が評価され、防犯活動

の功労者として、県防犯

協会長と県警本部長から
表彰されました。

■コメント／体の続く限り
がんばります。

選挙ポスターで

入賞

書福岡県選挙管理委員会の

選挙ポスターに応募した

藤本由紀さんの作品が、

佳作に入賞しました。

■コメント／色の濃淡に苦

労しました。

国体出囁
おつかれさま。

陸　上

三段跳び

6位（14㍍91）

アーチェリー

成年女子
団体9位

馬　術
成年一部
スピードアンド
ハンディネス
3位（1分23秒15）

囲園圏園や儲・命・¢・磁

納めていますか？
国民年金の保険料

加入者のうち自分で保険料を納めるのは、農漁業や自営業、学生などと任意

加入の人です。保険料の月額9，0∞円を毎月納めることは、基礎年金を受けるた

めの条件であるし、お年寄りと若者が社会的に助け合うことでもあります。

●
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
低
く
な
る
し
、
年
金
そ
の

も
の
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
督
促
の

は
か
に
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
納
め
忘
れ
は
2
年
以
内
に
。

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合

二
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
納
め
忘
れ
の

保
険
料
は
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

世
層
で
所
得
が
な
い
と
き
や
、
災
害

に
あ
っ
た
と
き
な
ど
、
ど
う
し
て
も
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合

世
帯
の
所
得
状
況
や
納
め
ら
れ
な
い
理

由
を
国
民
年
金
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
免

除
と
な
り
ま
す
。

禄＼
ｌ



●と　き

11月16日仕）午後のみ

11月17日（日）9：30－15：00

●ところ　芦屋ボートレース場内

●催　し　品評会、即売会、演芸

会、展示会、せり大会など

●問い合わせ　役場産業課

北
九
州
市
で
旅
券
発
給
の
常
設
窓
口

が
1
1
月
1
日
か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
場
　
所
　
北
九
州
国
際
会
議
場
1
階

（
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
9
番
別
号

西
日
本
総
合
展
示
場
前
）

●
受
付
時
間

平
日
　
午
前
9
時
～
1
1
時
4
5
分
・
午

後
1
時
～
4
時

土
曜
　
午
前
9
時
～
1
2
時

●
業
務
内
容
　
新
規
発
給
・
記
載
事
項

の
訂
正
・
切
替
発
給
・
査
証
欄
の
増
補

●
同
い
合
わ
せ
　
県
国
際
交
流
課
旅
券

総
括
係
、
旅
券
業
務
係
℡
（
0
9
2
）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
第
2

・
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す
。

※
1
0
月
2
2
日
と
か
日
申
請
の
旅
券
は
北

九
州
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
交
付
。

家庭教育を考えるセミナー

参加者を募集
一子どもの悩み、大人の悩み－

家

●と　き11月18日（日用旧：30～

′ところろ　中央公民館

●募集人員　200人

′対象者

参加対象者は直方市、中闇市、遠賀都、

手郡内の成人を対象とします。

（1）各市町教育委員会社会教育関係職員

（2）各小・中学校教職員

（3「各市町社会教育関係団体のリーダー

女性グループ・サークル、ＰＴＡ、

庭教育学被、政治学級等

（4）各市町地域婦人会のリーダー

（5）その他家庭教育に関心のある者

●費　　用　無　料

′申し込み11月15日までに中央公民館へ

「
税
を
知
る
週
間
」
の
行
事
と
し
て

税
の
無
料
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
悩
み

や
疑
問
を
お
持
ち
の
人
は
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
5
日
（
月
）
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店

●
相
談
員
　
税
理
士
、
役
場
税
務
課
職

員
、
商
工
会
職
員

戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
戦
没
者
の
合
同
慰
霊
祭
を
行

い
ま
す
。
御
遺
族
を
は
じ
め
町
民
の
み

な
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
ｍ
月
1
6
日
午
前
1
0
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
実
践
発
表
や
意
見
交
換
を
す
る

「
ふ
く
お
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
つ
ど

い
北
九
州
地
区
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

は
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
平
成
4
年
1
月
2
6
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら
受
付

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人

●
参
加
料
．
無
料
（
た
だ
し
、
昼
食
代

の
一
部
と
し
て
二
百
円
の
負
担
有
）

●
申
し
込
み
　
1
1
月
3
0
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
へ
。

●

と

　

き

　

1

1

月

3

0

日

～

1

2

月

1

日

●
と
こ
ろ
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
（
宗
像

市

久

原

4

0

0

）

℡

（

0

9

4

0

）

3

7

局

1

3

1

1

番

●
内
　
容

〔
第
1
日
目
〕

▼
基
調
講
演
‥
講
師
　
餅
屋
太
一

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
‥
2
1
世
紀
長
寿
社
会
を
築
く

〔
第
2
日
目
〕

▼
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
演
奏
会
・

映
画
・
何
で
も
相
談
な
ど

▼
武
田
鉄
也
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

〔
第
1
～
第
2
日
共
通
〕

▼
児
童
作
品
展
、
介
護
用
品
展
示
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
県
庁
高
齢
者
対
策
課

℡

（

0

9

2

）

6

5

1

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ぐ



福
岡
県
中
間
遠
賀
地
区
女
性
大
学
運

営
委
員
会
で
は
「
な
か
ま
・
お
ん
が
女

性
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
月
2
2
日
か
ら
3
月
1
1
日

ま
で
の
計
7
回
（
2
0
時
間
）

●
と
こ
ろ
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

●
受
構
料
　
無
料

●
募
集
人
員
　
7
0
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町

教

育

委

員

会

℡

2

8

2

－

1

2

1

1

1

1

月

1

0

日

か

ら

1

2

月

1

0

日

ま

で

の

一

か
月
間
、
「
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も

を
育
て
る
運
動
」
が
全
国
で
行
わ
れ
ま

す
。
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
で
は
、
期

間
中
、
募
金
活
動
や
肢
体
不
自
由
高
校

奨
学
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
募
　
金
〕

「
友
情
の
募
金
」
　
1
口
百
円

（
口
数
に
応
じ
絵
は
が
き
進
呈
）

「
愛
の
募
金
」
　
1
日
三
百
円

（
口
数
に
応
じ
タ
オ
ル
ま
た
は
ハ
ン

カ
チ
を
進
呈
）

〔
肢
体
不
自
由
高
校
奨
学
生
の
募
集
〕

●
奨
学
金
　
年
額
三
万
円
（
返
済
義
務

は
有
り
ま
せ
ん
）

●
募
集
期
間
　
1
1
月
3
0
日
～
1
2
月
3
0
日

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
ん
で
い
て
、

障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
五
級
ま
で

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
、
手
足

が
不
自
由
な
高
等
学
校
在
学
生
と
翌

年
高
校
進
学
希
望
の
中
学
三
年
生

（
そ
の
ほ
か
制
限
あ
り
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
県
肢

体
不
自
由
児
協
会
（
福
岡
市
博
多
区
千

代

1

－

2

－

2

）

℡

（

0

9

2

）

6

4

1

局

7

9

1

3

番

へ

。

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

職
に
役
立
つ
技
術
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
中
で
す
。

●
コ
ー
ス
と
定
員
一
・
二
級
プ
ラ
ン

ト
配
管
（
学
科
）
1
5
人
、
（
実
技
）

1
0
人
▽
ア
ー
ク
、
半
自
動
、
Ｔ
Ｉ
Ｇ

溶
接
検
定
講
習
会
各
1
0
人
▽
ア
セ
ン

ブ
リ
言
語
実
習
1
5
人
は
か

▼
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ

ー

℡

6

4

1

局

4

9

0

6

番

ま

で

しめ縄づくりに
挑戦しないが

′と　き12月8日（日）午前9時～

′ところ　中央公民館大ホール

●定　員　20人（親子対象）　●材料費　200円
′持ってくるもの

ペンチ（名前を入れて）・ビニール袋

′指　導　遠賀凧の会会員
′申し込み・問い合わせ

中央公民館　含201一0401

※電話・はがきでも受け付けます。定員に
なりしだい締め切ります。

●
吉
田
一
　
故
・
渡
辺
　
長
生
様

渡
辺
　
定
生
様

●
新
生
街
　
　
故
・
阿
古
シ
オ
ミ
様

阿
古
　
正
道
様

●
机
　
　
　
　
故
・
梶
山
　
繋
樹
様

梶
山
　
稔
　
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
吉
田
サ
カ
エ
様

吉
田
　
辰
男
様

●
頃
末

●
下
二

故
・
平
田
　
秀
生
様

平
田
　
ヒ
ロ
様

故
・
河
野
　
弘
　
様

河
野
　
広
信
様

※
訂
正
と
お
わ
び

1
0
月
1
0
日
号
の
「
故
・
小
林
ト
ヨ
」

さ
ん
は
「
故
・
小
橋
ト
ヨ
」
さ
ん
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
梅
の
木
団
地
故
・
田
代
　
与
三
様

田
代
　
政
彦
様

故
・
藤
崎
ミ
サ
オ
様

藤
崎
　
正
志
様

ｌまじめ牽き
リサイクル

駈一°・・・・・－淑
イ
ー

・前盲玩鋳＿＿ム”　－　　　　　＿Ａ　　　は＿カ独鮎．ふよ

11月30日田11：佃ト16：仰

中央公民館・正面広場

■記念講演／平井初美さん

大ホール・14：00ト16：00

雷大地のみどり展

牛乳バックの画用紙を使った絵画展

表フリーマーケット（不用品の即売）

出店申込・11／10ト11／25

■資源ゴミ回収コーナー

牛乳パック・アルミ缶・廃油・古紙

■問い合わせ／リサイクル麦の会

小池℡202【6677（グリーンコープ内）

「＼・



・六王寺人

そ
の
馬
の
特
徴
を
見
つ
け
出
し
て

や
る
こ
と
が
私
の
役
目
で
す
。

馬
を
操
る
　
荒
牧
大
輔
㌔
（
2
3
歳
・
頃
末
）

●
石
川
国
体
で
三
位
に
入
賞
。
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
指
導
員
と
し
て
活
躍
中
。

・
・
読
‥

人
も
馬
も
緊
張
が
ほ
く
れ

ス
ム
ー
ズ
に
飛
べ
ま
し
た
。

「
馬
の
調
子
が
非
常
に
良
か
っ
た
の

で
、
良
い
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
、
乗
馬
姿
で
喜
び
を
語
る

荒
牧
大
輔
さ
ん
（
頃
末
）
。

十
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
石
川
国
体

秋
季
大
会
の
馬
術
索
技
で
、
ス
ピ
ー
ド

ア
ン
ド
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ス
と
い
う
種
目
に

出
場
。
こ
の
競
技
は
、
全
て
の
障
害
を

ク
リ
ア
ー
し
な
が
ら
タ
イ
ム
を
競
う
と

い
う
も
の
で
、
難
関
を
乗
り
切
り
み
ご

と
三
位
の
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

「
一
日
目
は
人
も
馬
も
緊
張
し
て
い

て
だ
め
で
し
た
が
、
二
日
目
は
緊
張
も

は
ぐ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
の
が
良
か

っ
た
と
患
い
ま
す
」
と
荒
牧
さ
ん
。

国
体
に
出
場
す
る
の
は
今
度
が
三
回

目
。
最
初
は
高
校
二
年
の
と
き
に
鳥
取

国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
二
回
目
の
出

場
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
と
び
う
め
国
体

で
し
た
。

一

最
初
は
落
馬
し
た
り
し
て

い
や
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

馬
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

乗
馬
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
四
年

生
の
と
き
。
若
松
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ

乗
馬
ク
ラ
ブ
の
お
祭
り
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
、
家
の
前

を
馬
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
ス
ポ
ー
ツ
も
何

も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
親
に
勧
め
ら
れ
て
弟
さ

ん
と
二
人
で
乗
馬
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
し
た
。

「
始
め
の
こ
ろ
は
、
毎
日

の
よ
う
に
落
馬
す
る
し
、
い

や
で
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
乗
る
う

ち
に
落
馬
も
し
な
く
な
り
、

お
も
し
ろ
く
な
っ
て
馬
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
当

時
の
様
子
を
語
り
ま
す
。

弟
き
ん
も
現
在
大
学
の
ク
ラ
ブ
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

十
歳
で
乗
馬
を
始
め
、
今
年
で
十
四

年
目
。
現
在
は
八
幡
西
区
に
あ
る
日
悠

学
園
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
、
乗
馬
指
導
と
馬

の
調
教
を
し
て
い
ま
す
。

調
教
は
、
競
争
馬
か
ら
上
が
っ
て
き

た
馬
を
乗
馬
用
に
し
た
り
、
オ
ー
ナ
ー

馬
を
そ
の
オ
ー
ナ
ー
が
乗
り
や
す
い
よ

う
に
慣
ら
し
て
い
き
ま
す
。

「
気
の
合
う
馬
と
合
わ
な
い
馬
が
い
ま

す
が
、
馬
も
毎
日
餌
を
持
っ
て
き
て
く

れ
る
人
や
、
手
入
れ
を
し
て
く
れ
る
人

を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
な
つ
い
て
く
れ

ま
す
。
走
ら
な
い
馬
で
も
飛
越
能
力
の

な
い
馬
で
も
、
何
か
一
つ
良
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
調
教
し
て
い
く
な
か
で

そ
れ
を
見
つ
け
だ
し
て
や
る
の
が
私
た

ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
馬
に

対
す
る
愛
情
が
伝
わ
り
ま
す
。

十
二
月
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
日
本

障
害
飛
越
大
会
に
は
、
九
州
か
ら
三
人

が
選
ば
れ
、
う
ち
二
人
が
こ
の
ク
ラ
ブ

か
ら
出
場
し
ま
す
。
「
目
標
は
上
位
に

入
賞
す
る
こ
と
」
と
張
り
切
る
荒
牧
さ

ん
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ぐ

雷
秋
は
、
一
年
の
う
ち
で
も
行
事
が
数

多
く
催
さ
れ
る
季
節
で
す
。
町
で
も
健

康
ま
つ
り
、
文
化
祭
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
毎
週
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
の

会
場
も
参
加
者
が
多
く
盛
況
で
し
た
。

▼
そ
ん
な
あ
る
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
た

ち
が
こ
の
町
を
訪
れ
た
際
、
町
内
の
小

学
生
と
一
緒
に
昼
食
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
が
、
初

め
て
見
る
外
国
の
人
に
身
振
り
、
手
振

り
で
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
私
な
ど
話
か
け
ら

れ
て
も
返
答
で
き
ず
に
、
た
だ
エ
コ
ニ

コ
笑
っ
て
い
る
ば
か
り
。
　
（
蔵
元
）

績
先
日
、
産
業
医
科
大
学
の
大
学
祭
で

作
家
・
立
花
隆
さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。
「
生
と
死
の
狭
間
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
脳
死
と
臨
死
に
つ
い
て
の

講
演
で
し
た
。
現
在
、
死
を
判
定
す
る

ど
え
ノ
こ
ｉ
ノ

方
法
と
し
て
、
目
に
光
を
当
て
瞳
孔
の

反
応
を
見
て
判
定
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
、
死
を
宣
告
さ
れ
た
後
に

息
を
吹
き
返
し
た
人
を
多
数
取
材
し
た

中
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
死
の
宣
告
の

様
子
や
そ
の
後
の
状
況
を
克
明
に
記
憶

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
果
た
し
て
死

と
は
何
か
。
死
の
判
定
に
波
紋
を
投
げ

が
け
た
講
演
で
し
た
。
　
　
（
嶋
田
）
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